
□北陸管内の調査筆数は？

水稲収穫量調査のしくみ

水稲収穫量調査とは

　水稲収穫量調査は、「統計法」に基づき、全国統一的に定められた方法により農林水産省

が実施しています。

　調査では、全国で無作為に抽出した約１万箇所の水田で実測調査を行って当年の「10a

当たり収量」、「収穫量」、「作況指数」などを算出しています。それにより日本各地で「どれだけ

の量のお米が穫れたか」、自分が住む地域ではどうかが分かります。

　調査の結果は、「お米」を生産する農業者の経営が安定するような対策を進めるための基礎

資料として利用されています。

平年収量とは

　直近30年間の10a当たり収量や気象データを基に、当年の気象や被害の発生が平年並み

と仮定した場合に予想される10a当たり収量で、有識者の意見も聴いて決定されたものです

(30年間の単純平均ではありません)。

作況指数とは

　当年の「お米の出来具合」を表す指標で、10a当たり平年収量に対する10a当たり収量の

比率で表したものです。

　計算方法は、当年の10a当たり収量÷平年収量×100です。

　(令和４年産(北陸)の場合：518kg÷519kg×100=99.8となり、作況指数は「100」)

　なお、収穫量は1.70mmの「ふるい目幅」で計算しますが、作況指数は、県ごとに生産現場

で最も多く使われている「ふるい目幅」(新潟県・石川県1.85mm、富山県・福井県1.90mm)で計算

します。

当年の10ａ当たり収量の求め方は

　無作為に選定した水田(全国で約１万箇所)で実測調査を行って、当年の10a当たり収量

を算出します。

　北陸管内(令和５年産の場合)では、1,110筆(筆：水田を１枚ごとに数える単位)。
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□調査するほ場(田んぼ)はどうやって選ばれるの？

□田んぼの調査箇所はどうやって決めるの？

□調査する内容は？

　全国の土地を隙間なく200m四方(北海道は、400m四方)の格子状に区切り(図１、全

国で約290万区画)、その中から約１万区画を無作為に抽出します。抽出された区画から、

区画内の水田の枚数に応じて無作為に１枚の水田を選びます(図２)。

　なお、選ばれた水田で、水稲以外の麦や大豆、飼料用米等が作付けされている場合は調査

対象外となるため、再度、無作為に選び直します。

　選ばれた水田で畝数(列数)に応じて無作為に調査する畝(３列)が決められます。

　その調査する畝(３列)と水田の対角線上の交点を調査箇所(３箇所)に決定します(図３)。

　水田の調査箇所(図３①～③の箇所)において、実測調査を行います。

　Ａ(１㎡当たり株数)、７月頃に畝間・株間を計り刈取り株数等を決めます(図４)。

　Ｂ(１株当たり穂数)、８月頃には生育が進み、１株ごとの穂数(穂がついている茎)を数えます。

　Ｃ(１穂当たりもみ数)、穂が出揃った８～９月頃に、１穂ごとのもみ数を数えます。
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それぞれの調査箇所で計測します。

(図４)

実測調査により、単位当た

りの株数、穂数、もみ数を

算出しています。



Ｄ(稲刈り → 脱穀)

Ｅ(もみすり → ふるい目幅別重量の測定)

□農家のふるい目はどうやって決めているの？

□農家感覚とズレるのはなぜ？

　「もみ」を乾燥した後、もみすりをします。

　もみすりしたお米から一定量を抽出し、縦目ふるい(図５)を

使って、ふるい目幅別に選別(お米の大きさや厚みごとに分け

る)し、それぞれ重さを量ります。

　このふるい目幅別の重量割合を使って、ふるい目幅別の10a

当たり収量を算出します。

　①～③の３調査箇所で、約３㎡分

(１坪分)の稲をカマで手刈りします。

調査時期：8月下旬～9月(収穫適期)

ちょっと補足

　専用の脱穀機を使って、刈り取られた

稲から「もみ」を取り出し「生もみ」の重さを

量ります。

過去５年間、調査に協力いただいた農家が使用

した「ふるい目」の割合が最も多いふるい目としてい

ます。次回の見直しは令和６年産、その後は３年

毎に見直しを行います。

作況指数が高い(低い)と感じるとの現場の声がありますが、調査は全国

統一の手法で行い、調査結果は大規模な農業法人等や小規模な農家

を問わず、様々な地域(平坦地から中山間地)を実測調査した結果の平

均値となっています。

そのため、個々の農家で実際に収穫された感覚と異なる場合もあります。

(図５)



□選定した水田を特別に変更する場合はあるの

□地域によっては、様々な品種が作付けされていますが、全ての品種を選ぶのですか

□地域の栽培方法で、直播栽培が普及していますが調査結果に反映されていますか

□飼料用米等の多収性品種も調査の対象となりますか

□主食用の多収性品種は調査対象となりますか

□作況指数はどのように発表されていますか

□農家の「ふるい目幅ベース」はいつから導入したのか

　近年、中食・外食の需要が多く、主食用の多収性品種が各地で作付けされているケースがあ

ります。調査は飯用に供するものを対象としておりますので、主食用多収性品種の場合は対象

となります。

　作柄に応じた指数(数値)と文字の表記をしています。

　なお、文字表記では、94以下(不良)、95～98(やや不良)、99～101(平年並み)、102

～105(やや良)、106以上(良)の５段階で表します。

　平成27年産から導入され令和元年産までは、北陸地域1.85mm。令和２年からは生産

現場で最も多く使われている「ふるい目幅」を各県別に設定(新潟・石川1.85mm、富山・福

井1.90mm)しています。

　選定方法は前記のとおりですが、無作為に選ばれた水田で、麦や大豆、飼料用米などが作

付けされていた場合は調査対象外となります。その場合は同一区画内で再度、無作為に選び

直します(全国統一の手法)。また、選定した水田の耕作者等から協力を得られなかった場合

も同様に選び直します。

　なお、条件の良悪や、調査のしやすさ等での変更は行っていません。

　調査水田は、全国統一的に定められた方法により、無作為に選んでいます。このため、品種

(作付割合)による作為的な選定は行っていません。

　作況指数の基準となる「平年収量」は直近30年間のデータを使用するため、結果として、栽

培技術の向上や品種構成の変化等は考慮されています。(直播ほ場でも調査実施)

　平年収量は毎年見直され、徐々に、栽培技術・品種転換等が定着し10a当たり収量が増

加傾向にある県では平年収量が増加傾向となっています。

　水稲収穫量調査は、食用向けが調査対象のため、飼料用米等の食用以外のものについて

は調査対象外としています。

【よくある質問】 皆さんから寄せられたことにお答しえます。



□作況指数と収穫量調査のふるい目幅が違うのは何故

□何故？1.70mmベースなの

□被害はどう調べるの

□コンバイン刈りによる収穫ロスは作柄に反映されているの

　過去に行った実態調査結果から、機械の種類別・倒伏状態別・刈取り条数別に収穫ロス率

を定めています。それにより実収量の補正を行っています。

　平成26年産までは同一のふるい目幅を用いていましたが、作況指数のふるい目は、生産現

場における収量の実感と乖離しているとの意見を反映し、平成27年産において改正しました。

　一方、収穫量は、米の安定的な供給のための施策の推進に支障をきたさないよう、従来どお

りの1.70mmベースとしています。

　加工用米等を含め飯用に供し得る玄米(農産物規格規定に定める三等以上の品位以上)

の全量を把握するとして1.70mm以上で選別された玄米の重量としているためです。

　また、収穫量(1.70ｍｍベース)は米の需給、価格安定に関する基本指針の基礎資料、担

い手のナラシ対策、農作物共済事業の基準収穫量算定等に活用されています。

　調査水田の観察や巡回調査を行い、把握しています。また、ＪＡや農業共済組合等の関

係機関から情報収集し、特異な被害が発生した場合は、現地において被害程度を把握し、

調査に反映しています。

ご意見、ご質問等ございましたら、お気軽にお問い合わせください。

＜お問合せ先＞北陸農政局 統計部 生産流通消費統計課

電話番号 076-232-4895(直通)


